
分 類：コミカンソウ科 コミカンソウ属

花言葉：無し？

以前コミカンソウのデータを掲載しましたが、このエナガコミカンソウはソウは草ではなく小低木または

草本何だそうです。採集したときてっきり草と思い込んでいました。名前のように実から柄が長く伸びて

いることからなのでしょう。

2015.10.20 芝川東側休耕田にて

見ぬま田んぼ 野草スケッチ「エナガコミカンソウ」長柄小蜜柑草



「エナガコミカンソウ」

世界： マスカリン諸島（インド洋）の原産

生育地：
1990年代から関東以西の都市中心部に急速に広がり、道路の植え込みなどに多

い。

茎 丈： 50cmから1mほど。葉は長さ1cmほど。

葉 就眠運動をするが、コミカンソウと逆に茎の下側に閉じる

花期 ： 6月から翌年の1月

花・花色： 雄花は葉の下に、雌花は上に出る

種子 ：果実 2mmほどの球形で淡黄色

特徴 ：

由来
コミカンソウと比べて柄の部分が長いから、エナガコミカンソウ

写真：エナガコミカンソウの画像より

一覧表；Wikipedia ＆ナガエコミカンソウ - 岡山理科大学

から、 21.1.6


